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あらまし
耐量子計算機署名としてChuengsatiansupらによって

Mod Falcon[1]が提案されている. Mod Falconは,現在
NISTのコンペティションの最終ラウンドに残っている
Falconをベースとしており, module格子を組み込むこ
とで,署名サイズを小さくすることができる.しかし,Mod

Falconはスクリプト実装での評価のみで,実環境での評
価がされていない.また,スクリプト実装での評価では,

多項式乗算をKaratsuba法や FFTによる基本的な実装
のみで,高速化を検討していない.そこで本稿では,高速
な多項式乗算を実現する,Toom-Cook法や Radix4 FFT

を組み込んだMod Falconの実環境での評価を行った.
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